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宮崎兄弟と辛亥革命

2011 年 10 月 10日　辛亥革命 100 周年　プレイベント記念　集中特集①

平
成
５
年
に
一
般
公
開
が
始
ま
っ
た
県
指

定
史
跡「
宮
崎
兄
弟
の
生
家
施
設
」（
上
小
路
）。

皆
さ
ん
一
度
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

年
間
お
よ
そ
３
千
人
が
見
学
に
訪
れ
る
こ

の
施
設
は
、
敷
地
内
に
明
治
時
代
に
立
て
ら

れ
た
か
や
葺
き
屋
根
の
民
家
と
味
噌
醤
油
蔵
、

そ
し
て
宮
崎
兄
弟
と
そ
の
一
家
の
足
跡
と
業

績
を
展
示
し
た
資
料
館
が
併
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
を
訪
れ
る
見
学
者
の
中
に
は
、
毎

年
、
中
国
か
ら
の
来
訪
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。

時
に
政
府
の
高
官
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
で
あ

り
、
修
学
旅
行
で
訪
れ
る
小
・
中
学
生
だ
。

彼
ら
が
中
国
か
ら
は
る
ば
る
荒
尾
の
こ
の

地
を
訪
れ
る
理
由
。
そ
れ
は
荒
尾
に
生
ま
れ

た
宮
崎
兄
弟
と
、
中
国
で
「
国
父
」
と
敬
わ

れ
る
孫
文
と
が
結
ん
だ
強
い
友
情
が
、「
辛
亥

革
命
」
を
成
功
に
導
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
事
実
は
今
な
お
、
中
国
の
人
々
の
心
を
強

く
捕
え
て
い
る
。

来
年
は
中
国
民
主
化
運
動
「
辛
亥
革
命
」

か
ら
、
100
周
年
に
あ
た
る
。
そ
の
当
時
、
西

欧
列
強
に
よ
り
半
植
民
地
化
し
、
衰
退
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
た
中
国
で
の
革
命
の
成
功

が
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
の
平
和
、
引
い
て

は
世
界
の
平
和
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
、
革

命
家
・
孫
文
を
支
援
し
た
の
が
、
宮
崎
兄
弟

の
末
弟
・
宮
崎
滔
天
に
他
な
ら
な
い
。

来
年
10
月
の
「
辛
亥
革
命
100
周
年
」
に
向

け
て
、
荒
尾
市
で
は
今
年
10
月
か
ら
随
時
、

プ
レ
・
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
節

目
の
年
に
、
改
め
て
兄
弟
ら
の
業
績
に
改
め

て
光
を
当
て
、
内
外
に
「
宮
崎
兄
弟
」
を
広

く
知
ら
せ
る
こ
と
は
、
荒
尾
市
の
宝
を
輝
か

せ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
荒
尾
市
か
ら
日
本

と
中
国
の
友
好
の
懸
け
橋
を
築
く
こ
と
も
夢

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

11
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）
に
プ
レ
・

イ
ベ
ン
ト
を
控
え
、
今
号
か
ら
４
回
に
わ
た

り
、
宮
崎
兄
弟
と
辛
亥
革
命
、
孫
文
と
荒
尾

の
関
わ
り
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

孫
文
と
宮
崎
滔
天

宮
崎
兄
弟

宮
崎
兄
弟
と
辛
亥
革
命
の
直
接
的
な
関
わ

り
は
、
末
弟
・
宮
崎
滔
天
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
兄
弟
と
孫
文
が
生
ま
れ
た
の
は
19

世
紀
の
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
で
あ
り
、

生
き
た
時
代
は
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。

日
本
で
は
、
１
８
６
７
年
の
大
政
奉
還
で

江
戸
幕
府
が
幕
を
閉
じ
、
翌
１
８
６
８
年
に

明
治
維
新
。
１
８
７
７
年
に
勃
発
し
た
西
南

戦
争
の
終
結
と
と
も
に
幕
末
維
新
期
は
終
わ

り
、
明
治
維
新
政
府
が
本
格
的
に
始
動
し
た

前
後
で
あ
る
。

宮
崎
兄
弟
は
、世
襲
の
郷
士
の
家
柄
で
あ
っ

た
宮
崎
家
の
九
代
目
で
あ
る
父
・
長
蔵（
政
賢
）

と
母
・
サ
キ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
。
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写
真
：
（
背
景
）
宮
崎
兄
弟
の
生
家
。
左
側
が
味
噌
醤

油
蔵
、
右
側
が
母
屋
。（
右
）
大
正
２
年
３
月
撮
影
。

再
来
日
し
た
孫
文
を
囲
ん
で
の
記
念
撮
影
。
中
央
左
側

の
背
広
姿
が
孫
文
、
そ
の
左
隣
の
着
物
姿
が
滔
天
。
背

後
の
梅
の
木
は
現
在
も
生
家
施
設
敷
地
内
に
あ
る
。

提
供
：
社
会
教
育
課

長
兄
・
八
郎
は
、１
８
５
１
（
嘉
永
4
）
年
、

次
兄
・
民
蔵
が
１
８
６
５（
慶
応
元
）年
、三
兄
・

彌
蔵
は
１
８
６
７
（
慶
応
３
）
年
、
末
弟
・

寅
蔵
（
滔
天
）
は
１
８
７
１
（
明
治
３
）
年

に
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
て
い
る
。

長
兄
・
八
郎
は
熊
本
に
お
け
る
自
由
民
権

運
動
の
急
先
鋒
と
称
さ
れ
な
が
ら
も
、
西
南

戦
争
で
若
く
し
て
戦
死
す
る
。
そ
の
兄
の
精

神
を
受
け
継
ぎ
育
っ
た
下
の
三
人
の
兄
弟
、

民
蔵
・
彌
蔵
・
滔
天
は
、
社
会
の
中
に
そ
れ

ぞ
れ
に
命
を
掛
け
る
に
値
す
る
課
題
を
見
つ

け
、
戦
い
の
中
に
身
を
投
じ
た
。

次
兄
・
民
蔵
は
、
土
地
の
均
等
共
有
こ
そ

人
類
の
基
本
原
理
で
あ
る
と
説
き
、
中
国
革

命
の
成
就
の
た
め
に
奔
走
す
る
彌
蔵
と
滔
天

を
陰
日
向
に
支
え
続
け
た
。

三
兄
・
彌
蔵
は
、
八
郎
が
目
指
し
た
自
由

民
権
運
動
が
国
内
で
行
き
詰
ま
る
の
を
目
の

当
た
り
に
し
、
打
開
先
を
中
国
革
命
に
見
出

し
た
。

そ
し
て
志
半
ば
で
病
死
し
た
彌
蔵
の
思
想

を
受
け
継
ぎ
、孫
文
を
支
援
し
て「
辛
亥
革
命
」

の
成
就
に
奔
走
し
た
の
が
、
末
弟
・
滔
天
（
寅

蔵
）
で
あ
る
。

幕
末
・
明
治
と
い
う
激
動
の
時
代
に
、
日

本
の
自
由
民
権
運
動
か
ら
端
を
発
し
、
日
本

だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
全
体
の
平
和
の
実
現

に
夢
を
馳
せ
た
の
が
宮
崎
兄
弟
で
あ
っ
た
。

リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
で
亡
命
生
活
を
送
っ
た
。

そ
の
後
日
本
に
訪
れ
た
孫
文
は
、
滔
天
と
横

浜
で
初
会
見
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

滔
天
は
そ
の
場
で
孫
文
の
中
国
革
命
へ
の

主
旨
を
問
う
た
。
そ
こ
で
孫
文
は
「
人
民
自

ら
が
人
民
を
治
め
る
の
が
政
治
の
正
し
い
法

則
で
あ
る
と
思
う
。
共
和
主
義
こ
そ
そ
の
精

神
の
表
れ
だ
と
信
じ
て
い
る
」
と
答
え
た
。

ま
た
孫
文
は
「
中
国
が
西
欧
列
強
の
手
で
引

き
裂
か
れ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
人
権
も
ま
た
失

わ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
革
命
は
中
国
人
の
た

め
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
」
と
も
語
り
、
滔

天
は
孫
文
に
傾
倒
し
た
。
そ
れ
か
ら
滔
天
は
、

孫
文
の
最
も
良
き
協
力
者
と
し
て
終
生
支
援

し
、中
国
革
命
に
献
身
し
た
。
滔
天
は
出
会
っ

た
翌
月
の
11
月
に
は
孫
文
を
伴
っ
て
荒
尾
に

帰
省
し
、
孫
文
は
２
週
間
滞
在
し
て
い
る
。

そ
の
時
孫
文
が
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
民
蔵
の

蔵
書
は
、「
三
民
主
義
」
に
影
響
を
与
え
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

革
命
は
１
９
１
１
年
10
月
10
日
、
武
昌
で

蜂
起
の
ろ
し
が
上
が
っ
た
。
こ
れ
を
契
機
に

中
国
各
地
で
の
革
命
的
蜂
起
が
勃
発
し
、
全

土
に
広
が
る
。
こ
の
年
（
１
９
１
１
年
）
が

辛か
の
と
い亥
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、の
ち
に
「
辛

亥
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

翌
月
11
月
、
滔
天
は
上
海
に
渡
り
、
香
港

に
到
着
し
た
孫
文
を
出
迎
え
て
い
る
。

そ
し
て
12
月
末
に
南
京
で
行
わ
れ
た
各
省

孫
文
は
１
８
６
６
年
、
広
東
省
香こ
う
ざ
ん
け
ん

山
県

（
現
：
中
ち
ゅ
う
ざ
ん
け
ん

山
県
）
翠

す
い
き
ょ
う
そ
ん

亨
村
の
農
家
に
、
第
５
子

と
し
て
生
ま
れ
た
。
ハ
ワ
イ
や
ア
メ
リ
カ
に

遊
学
し
、
革
命
以
前
は
医
師
と
し
て
も
活
躍

し
た
。

孫
文
が
革
命
に
よ
っ
て
民
主
化
を
目
指
し

た
当
時
の
中
国
は
、
270
年
余
り
続
い
た
清
王

朝
の
末
期
で
も
あ
っ
た
。

ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
の
中
国
は
、
西
欧
帝
国

主
義
の
侵
出
で
半
植
民
地
化
が
進
み
、
更
に

日
清
戦
争
の
敗
戦
に
よ
っ
て
衰
退
の
速
度
を

加
速
さ
せ
た
。
更
に
１
９
０
０
年
に
西
欧
列

強
に
対
す
る
民
衆
抵
抗
運
動
「
義
和
団
事
件
」

が
発
生
し
、
北
清
事
変
と
し
て
中
国
・
西
欧

列
強
間
の
国
家
戦
争
に
発
展
し
た
。
こ
の
北

清
事
変
で
の
敗
北
で
、
中
国
は
疲
弊
を
極
め

て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
植
民
地
化
・
半
植
民
化
し
、

封
建
的
社
会
で
あ
る
中
国
を
、
独
立
し
た
民

主
国
家
へ
変
革
す
る
こ
と
が
中
国
革
命
の
使

命
で
あ
っ
た
が
、
孫
文
ら
に
よ
る
中
国
革
命

は
、
数
度
に
わ
た
る
蜂
起
の
失
敗
を
繰
り
返

す
こ
と
に
な
る
。

宮
崎
家
の
末
弟
・
滔
天
が
孫
文
と
出
会
っ

た
の
は
、
三
兄
・
彌
蔵
を
病
で
失
っ
た
翌
年
、

１
８
９
７
年
の
９
月
の
こ
と
で
あ
る
。
２
年

前
に
広
州
で
の
最
初
の
挙
兵
に
敗
れ
、
ア
メ

代
表
者
会
議
で
、
孫
文
は
臨
時
大
統
領
に
選

出
さ
れ
る
。
年
明
け
て
１
月
１
日
、
孫
文
は

臨
時
大
統
領
に
就
任
。
中
華
民
国
が
成
立
。

２
月
に
清
国
の
皇
帝
・
溥
儀
が
退
位
し
、
清

朝
が
滅
亡
し
た
。
そ
の
翌
年
に
孫
文
は
来
日

し
、
荒
尾
市
の
宮
崎
兄
弟
の
生
家
を
訪
問
し

た
。
そ
の
時
の
集
合
写
真
（
左
）
は
、
滔
天

と
孫
文
の
強
い
友
情
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
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